
和知地区第６ブロック地域力向上事業  
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和知 西部地域の まちづくり通信 和知 第６ブロック 区長会編集 ２００９年 （平成２１年） １０月１９日発行 Vol.2 
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写真 地域の伝統芸能・和知太鼓 

文化 わ が ま ち  和知太鼓（発祥の地・藤森神社、広野）  和知太鼓の源流となる広野太鼓の起こりは、お伽草子とぎぞうし 「酒呑童子しゅてんどうじ 」にかかわりがあるとされています。平安時代中期、源頼光（らいこう)が天皇の命を受け、大江山の酒呑童子という鬼の討伐に向かう途中、激しい雷雨に遭い、広野にある藤森神社で雨宿りをしました。いざ出陣のとき、頼光の武運長久を祈願して村人たちが打ち鳴らした奉納太鼓が継承され、今の和知太鼓になりました。和知太鼓には太鼓一張りに二人の打ち手がつく「相打ち」と、打ち手が自作自演する「乱れ打ち」があります。その音は、素朴な中にも人の心を鼓舞させる勇壮な響きをもっています 和知太鼓発祥の地・藤森神社（広野） 
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 今回から西部地域のまちづくりの具体的な検討に入った。地域の魅力を生かし、また、課題を解決して住みよい地域をつくっていくために自分たちに何ができるのか、各グループでテーマを決め、アイデアを出し合った。今後の地域づくりについて話し合う皆さんのいきいきとした笑顔や熱意にふれ、西部の未来に夢が膨らむ。 

SEIBU通信 Vol.2 和知地区第６ブロック区長会 

 地域力向上会議で、地域の皆さんと一緒に未来を語り合ってみませんか。今後の予定は上の表のとおり。地域の方なら、だれでも参加できます。途中参加も大歓迎です。詳しくは和知支所まちづくり推進担当（電話８４－０２００）へ。 

第３回地域力向上会議 参加者数    男性 １０人    女性 １３人  計２３人でした。  多くのご参加ありがとうございました。 
開催日 テーマ 備考 第 １ 回 ７月２４日（金） 出野教育集会所 住民自治組織によるまちづくりとは。 終了 第 ２ 回 ９月８日（火） 広野公民館 地域の魅力や課題を探そう。 終了 第 ３ 回 １０月８日（木） 才原生活改善センター 自分たちでできることを考えよう。 （仮題） 終了 第 ４ 回 11月４日（水） 出野教育集会所 具体的な企画書をつくろう。  第 ５ 回 １１月下旬 場所未定 活動実践や課題解決システムを考えよう。（仮題）  

今後の予定 

参加者数 

編集後記 

感想カード 参加者の皆さんの声（抜粋） ■ 回を重ねるごとにワークショップの進め方がスムーズになり、どんどん意見が出て、うまくまとまってきました。特に今回はかなり具体的にできることを考え、ほかのグループの発表を聞き、夢が膨らんできました。西部の活性化に向けて、みんなの知恵が住民パワーや意識改革につながるといいなぁと感じました。 ■ （今日のワークショップでは）西部という大きな力を持った地域が、みんなの総力でいっそうがんばれば、すばらしいことができるような夢を持たせてくれました。みんなで力を合わせてがんばりましょう。 ■ いろんな意見が出て、一つの意見の中から夢が膨らみ、人材があれば、それが本当に実現するのではないかという思いになりました。 ■ 具体的な取り組み方について話し合うことができました。少しずつではありますが、自分たちでできることが見えてきたように思います。 ■ 地域に住んでいる者として自分たちに何ができるかを考えることは難しく感じた。しかし、いろんな意見や考え方を聞いたり知ったりする中で、いかに自分が地元を楽しみ、大切にしていくかが大事だと感じた。集まって話し合うような機会がいろいろな世代であれば良いと思った。地元には良いものが多くあるので、それを大切にし、いかに生かしていくのか、多くの意見を聞く中で改めて感じることもできた。 ■ 具体的にテーマを決めるのは難しかった。若い人が意外にしっかりした意見や考えを持っておられるのにちょっと驚いた。年齢を重ねるとともに、「どうせ、やってもあかんわ」という考えに傾きがちだが、いくつになっても新しいことにチャレンジする気持ちを持ち続けなければと思った。次回からはますます難しくなると思うが、自分なりに考えをまとめてみたい。 ■ 今の現状についてでなく、新たな取り組みについてみんなでアイデアを出したが、なかなかテーマが難しかったかも。けれど、今後のワークショップで何か良いアイデアを見つけることができたら良いと思う。他のグループも楽しそうなアイデアを出されていたので、たくさん集まると良い案が出て、良いなぁと感じた。 ■ 今回は３回目ということで、テーマを絞っての話し合いでしたが、なかなか難しい内容でした。地域の現状を踏まえたうえで話し合うことはなかなかないので、次回までにいろんなことを考えようと思うことが、地域づくりになると感じます。発表を聞くことで多種多様な意見が聞けて勉強になります。 ■ 高齢者にとってはまず、安心・安全な生活を望みますので、そういう活動が広がれば良いと思います。  
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マツタケ・グループ 

ササユリ・グループ アユ・グループ 

ウグイス・グループ クリ・グループ 

地 域 力 向 上 事 業 地域で未来を語ろう。 
第３回 

地域力向上会議 

【テーマ】 

自分たちでできることを考えよう 
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テーマ 主な意見 安心安全な地域づくり ■台風などの災害時に備え、ふだんから地域の横のつながりを持つ。（独居老人世帯への声かけ、ネットワークづくりなど） ■消火器や消火栓など器具の取り扱い訓練など消防団と一緒に取り組む機会を持つことが大切。 ■できることからやり始めることが大切。 

テーマ 主な意見 未設定 ■ホタルや豊かな食など自然を生かした取り組みを考えていければと考えている。 ■地域にあるものを生かして、地域コミュニティを高めていくとともに、外から訪れる人も増加させることで、地域を活性化させることが大切だ。 

テーマ 主な意見 若い力で魅力ある地域づくり ■若者だけの集まりや交流が少ない。 ■地元の若者でイベントを企画して実行してはどうか。まずは地元の若者が楽しめるものであることが大事。 ■地域を外へＰＲし、若い人が住みたくなるような地域にしていく必要がある。 ■若い力で祭りとか運動会とか復活させる。 ■特産を生かして新しい地域産業を起こす。 

テーマ 
環境美化・多世代交流 ■目的／環境美化・多世代交流 ■誰が／子どもから高齢者まで     （子ども会、婦人会、老人会など） ■どこで／集会所、駅、グラウンド、わち ＩＣインターチェンジなど ■コンセプト／各集落において子どもから高齢者までが集う場が少ない。まずは各集落でみんなが集うことを考える。 

活動名 花いっぱい活動 テーマ 
地域コミュニティ 駅の活性化 

西部グラウンド を生かして  ※西部大運動会  ※グラウンド  ゴルフ大会  ※盆踊り大会 （文七踊り） 
西部交流センター を生かして  ※わいわいがやがや  地域サロン  ※多世代・男性  料理教室の開催  ※カラオケ大会  ※和知太鼓 

 参加者は五つのグループに分か
れ、住みよい地域づくりために、自

分たちで取り組めそうな活動につ
いてアイデアを出し合いました。上

の表は、これまで話し合ってきた地
域の魅力・課題を分類し、六つの

テーマを設定したもの。各グループ
は上の「テーマ一覧」を参考に、これ

まで出た意見などを踏まえてテー
マを設定し、魅力を生かした取り

組みや課題解決策に知恵を絞り
ました。各グループでの話し合

いの内容は左のとおり。 

自分たちで（地域で）できることを考えよう （テーマ一覧） 

■由良川の景観。星空・雲海。ホタルの名所。 ■川が汚れている。ゴミがたくさん捨てられている。 ■農地の荒廃。有害獣が田畑を荒らす。 ■担い手不足。水稲共同作業をやっている。 環境美化・自然保護 美しい自然を次世代へ 環境美化 自然保護 
安心安全 地域コミュニティ 

地域 活性化 
 第６ブロック 地域の目標 （将来ビジョン） 

地域コミュニティー 地域のつながり・絆を はぐくもう 安心・安全 安心・安全な地域づくり 住環境 住みやすい地域づくり 地域活性化 地域資源を生かして 活性化 若者による地域づくり 若い力で魅力ある 地域づくり 
■黒大豆などの特産、アユがおいしいなど。 ■がん封じ寺、和知太鼓発祥の地などのＰＲ ■ＪＲ駅が３つある。京都縦貫道（わちＩＣ）、国道など。 ■西部は西の玄関、綾部に近い。西部グラウンドなど。 ■若者が少ない。若い人の田舎離れ。 ■若者が住みにくい。若者への負担大。 ■地域に元気がない。イベントへの協力が少ない。 ■若者が親切。若い人が農作業に協力的。 

■気さくでやさしい人が多い。高齢者が元気。 ■人と人とのつながり、助け合い。共同体意識が強い。 ■はっきり言わない。人まかせ。 ■集まる機会が少ない。絆が弱くなっている。 ■災害の心配が少ない。 ■外灯が少なく、夜は真っ暗。病院まで遠い。 ■高齢化の進行。独居老人世帯が多い。 ■交通が不便。（車がないと移動ができない。） ■区の役が多い。古い慣習にとらわれやすい。 ■子どもが少なく、子ども同士で遊んだりできない。 ■買い物が不便（店がない）。ケイタイの電波が悪い。 ■静かな環境。特に夜が静か。（車が少ない。） 

将来ビジョン 大分類 テーマ これまでの意見（地域の魅力・課題） 
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地域づくりの 

アイデア出し合う。 

 第６ブロックの地域力向上会議も中盤を迎えました。第３回ワークショップ１０月８日（木）、才原生活改善センターで開き、２３人が参加。今回はグループごとにテーマを設定し、今後の地域づくりに必要な活動のアイデアを出し合いました。 
和知地区第６ブロック 地域力向上会議 詳報 

西部地域の今後の地域づくりについてアイデアを出し合う参加者の皆さん。 （才原生活改善センター） 


